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☆万国博のシンボル〈太陽の塔＞
をミキモトが金と銀のベンダント
につくりました。進歩と鯛和＝７０
年の記念をあなた自身の胸に飾っ
て下さい。ブレスレットにさげて
チャームとしてもお使いになれます
タイタック・カフス釦もございます
( 金の太陽の塔）￥５，７００９金製

．（チェーンなし）
( 銀の太陽の塔）￥2 , 2 0 0

（チェーンつき）
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ノ

●豊
か
な
未
来
が
、
限
り
な
き
明
日
へ
の
前
進
が
、
人
類
の
進
歩

と
調
和
が
、
今
、
緑
萌
え
る
千
里
丘
陵
に
開
け
つ
つ
あ
る
。

矢
倉
百
合
・
彼
女
の
話
す
英
語
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ｉ
を
海
外

に
正
確
に
伝
え
、
彼
女
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
っ
て
故
国
の
恋
人
を

想
い
出
す
若
者
』
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
万
一
国
博
の
エ
ス
コ
ー
ト
ガ
イ

ド
の
責
任
は
重
い
。
両
一
肩
に
、
微
笑
み
に
、
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。

聖
心
高
等
部
か
ら
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
・
海
星
女
子
大
学
に
学
び
、

語
学
を
も
の
に
し
、
昨
‘
年
は
英
語
を
教
え
て
い
た
．
ベ
ト
ナ
ム
人

を
母
親
に
持
つ
家
庭
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
子
守
り
唄
で
育
っ
た
と
い

う
国
際
的
環
境
が
、
明
る
い
素
顔
を
生
み
だ
し
た
が
、
年
頃
だ
け

に
ポ
ス
ト
万
園
一
博
が
気
に
か
か
る
と
の
こ
と
。
ハ
ノ
イ
生
ま
れ

〈
写
真
左
・
太
陽
の
塔
を
背
に
し
て
右
・
万
国
博
協
会
本
部
ロ
ビ
ー
に
て
〉

神
戸
っ
子
Ⅶ

一つ
３ 詞詞

』

■■』

！！

■■』

L

＝垂一

鶴
．

▲

Ｌ

鶴
．

▲

プ

１
１

１

１
１

１
〆

一
一

一
一

一
潅
酷
一
一

壁

蕊ヨン一一一
毒

歩
宰
譲
一

》
迂
一
峯Ｌ辺Ｌ包

稲
… 、遥偽

、」
盈 ｈ

ｋ，蛾

Ｌ辺Ｌ

、」
盈

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



匹

T ＡＳＡＫＨ
ＰＩＥＩＡＲＬＳ
田崎真珠
本社．神戸市葺合区旗塚通６－９
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●
神
戸
っ
子
Ⅶ

一
六
○
燭
光
が
虹
の
色
彩
を
夜
空
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
万

国
博
は
、
関
西
の
色
と
光
と
音
の
世
界
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。

吉
原
通
雄
．
関
西
学
院
大
学
時
『
代
か
ら
抽
象
絵
画
に
入
り
、
昭

和
三
十
年
、
具
体
美
術
協
会
が
吉
原
治
良
氏
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ

る
と
同
時
に
入
会
。
芦
屋
の
野
外
展
で
音
と
光
の
作
品
を
発
表
、

ま
た
十
年
ほ
ど
前
か
ら
土
を
対
象
に
し
た
ア
ー
ス
・
ア
ー
ト
を
制

作
す
る
な
ど
現
代
美
術
の
草
分
け
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。

万
国
博
の
み
ど
り
館
の
回
廊
に
、
具
体
美
術
協
会
の
作
品
を
展

示
す
る
が
、
画
面
に
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
た
「
美
術
装
置

が
背
景
に
な
っ
た
演
劇
」
的
作
品
を
出
し
、
海
外
に
関
西
の
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
を
顕
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
灘
区
在
住
。
一
一
一
十
七
才

〈
写
真
左
・
み
ど
り
館
に
て
右
・
万
国
博
協
会
本
部
に
て
〉

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

吉
原
通
雄
〈
具
体
美
術
協
会
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元町２．ＴＥＬ⑳２５５２
タジマでは、宝石の鑑定を無料でご相談に

応じておりますので、お気軽にご利用ください
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昨
・

一
一

ＫＯＢＥ元町にも春のおとずれ。
宝飾店《タジマ》は都市計画の
ため長らくお客さまに仮設店で
ご迷惑をおかけいたしましたが
いよいよ３月１１日に
華麗なデビューをいたします。
大理石につつまれた
気品あるインテリアに
宝飾店《タジマ》が
確信をもって選んだ
きらめく宝石の星々たちは、
きっとお客さまにご満足
いただけるかと存じます。
ぜひとも一度お立寄り下さい。
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貝
原
益
軒
先
生
、
＋
訓
に
口
く
。

酒
は
快
い
興
奮
を
与
え
る
ほ
ど
に
楽
し

ん
で
飲
め
、
満
開
の
桜
を
見
て
楽
し
め
、
し

か
し
、
飲
み
す
ぎ
て
、
こ
の
天
の
偉
大
な
贈

り
物
を
台
な
し
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。

こ
の
言
葉
を
座
右
の
銘
に
、
虎
視
耽
耽

と
酒
の
神
・
バ
ッ
カ
ス
を
招
待
す
る
口
実

を
探
し
て
い
る
の
が
、
神
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
バ
ッ
カ
ス
会
で
あ
る
。

昨
年
六
月
三
十
日
、
中
・
内
力
氏
（
ダ
イ
エ

ー
社
長
）
の
処
女
作
「
わ
が
安
売
り
哲
学
」

が
好
評
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
入
り
を
噂
さ

さ
れ
、
一
方
、
ス
タ
ミ
ナ
の
権
化
と
み
な

さ
れ
て
い
た
槌
橋
秀
一
氏
（
日
本
ロ
ウ
ソ
ク
社

長
）
の
数
ヵ
月
に
わ
た
る
入
院
生
活
か
ら

の
全
快
退
院
、
と
二
つ
の
め
で
た
い
こ
と

を
肴
に
エ
ド
ワ
ｉ
ズ
倶
楽
部
で
発
会
式
を

あ
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
が
大
阪
で
事
務
所
を
開
く
と

な
る
と
、
お
し
か
け
て
祝
盃
を
あ
げ
東
奔

西
走
の
飲
み
つ
ぶ
り
で
あ
る
。
十
二
月
の

忘
年
会
に
続
い
て
早
々
の
新
年
会
で
あ
っ

た
が
、
武
田
創
会
長
（
神
戸
大
学
医
学
部
教
授
）

の
不
在
に
乗
じ
て
、
ま
す
ま
す
メ
ー
ト
ル

の
あ
が
る
お
歴
々
で
あ
っ
た
。
第
二
、
四

月
曜
日
午
後
六
時
『
か
ら
八
時
ま
で
バ
ッ
カ

ス
会
の
会
員
四
十
数
名
の
誰
か
が
エ
ド
ワ

！
ズ
倶
楽
部
に
い
る
と
の
こ
と
だ
。

写
真
前
列
・
右
よ
り

遠
藤
英
二
（
公
認
会
計
韮
）
片
山
金
一
（
三
田

国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
社
長
号
漂
井
修
一

（
元
町
電
機
社
長
）
山
端
一
夫
（
関
西
ビ
ル
会
長
）

篠
原
正
己
（
く
ろ
が
ね
工
作
所
専
務
）
南
健

三
（
南
合
名
社
長
）
和
田
和
太
郎
（
和
田
商
店

社
長
）

後
列
・
右
よ
り
（
二
人
お
い
て
）

三
原
弘
資
（
エ
ド
ワ
ー
ズ
倶
楽
部
）
浜
野
正
男

（
浜
野
歯
科
院
長
）
服
部
蔑
治
皇
電
社
専
務
）

堀
辰
也
（
神
戸
材
料
社
長
）
岸
井
澄
一
（
三
シ

輪
屋
砕
社
長
）

Ｌ
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守
守一
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酢
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卜
袖
点
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一一飽侮毎

神
戸
港
は
外
国
観
光
船
の
玄

関
港
と
し
て
日
本
の
代
表
的
な

港
で
あ
る
。
街
の
膨
張
と
阪
神

都
市
圏
の
経
済
力
の
向
上
に
よ

り
、
神
戸
港
を
訪
れ
る
外
国
観

光
客
は
毎
年
三
万
人
の
多
く
に

達
し
、
豪
華
観
光
船
は
市
民
の

都
市
観
光
の
場
と
し
て
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。

三
月
十
五
日
の
万
国
博
の
開

幕
と
同
時
に
、
浮
か
ぶ
ホ
テ
ル

で
あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ
号
が
入
港

す
る
．
そ
の
日
を
期
し
て
、
第

四
突
堤
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

へ
の
入
口
に
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
一
部
完
成
す
る
・

総
事
業
費
陥
億
円
で
新
し
い

旅
客
上
屋
を
建
設
し
、
送
迎
用

デ
ッ
キ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
憩
い
の
要
素
と
共
に
、

出
入
国
の
手
続
き
が
一
層
簡
素

化
さ
れ
た
。

神
戸
大
橋
と
共
に
、
神
戸
港

の
新
名
所
と
な
る
だ
ろ
う
。
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マリー・クワントの真紅のミニドレス

パールのネックレスが、こんなに

蕊醗刈
村田＊真珠／銀座山岡＊毛皮／舶来婦人服飾
一■‐ 1

｡’
さんちか＊レデイスタウン･ ＴＥＬ3 9 - 3 8 8 6

有限会社・タイグレス
神戸店・神戸市生田区山本通り４－９７
村田真珠本社内T E L（0 7 8 ) 2 3 - ' 2 1 2 ～６
東京店・東京都中央区銀座８－２
山岡毛皮店内ＴＥＬ( 0 3 ) 5 7 2 - 0 0 2 1 ～２

品 , 。

ｉ

モデル/ 岡田由利くＫ、Ｆ，Ｇ･ ＞
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ラコ社のネクタイは
欧州でも最高の品質
と生地の風合を誇る
手づくりネクタイで
す。
一度お締めになれば
その味の良さに
キット御満足戴ける
事を願っております

西ドイツ製ネクタイ
日本発売元

元町バザ･ - ‐

神戸・元町１丁目
ＴＥＬ（3 3）１４０１
東京侭東完百貨店
渋谷本店日本橋店
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自画一世
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＝蚕聴容唾神

割

曝

● 鱗霧

鯛業些_蝋…
宅自, トデツ
本社☆神戸市生田区元町６丁目2 6 ⑭4 1 9 6
工場★神戸市葺合区琴緒町｜ノ1 0 ' ＠8 9 4 7

＜
光のパイオニア

今月の店舗

コンサルタントコマーシャル③

他人の店はよくわかる

自分の店のことはなかなかわからな

いものだ。それは客観的な立場でも

のがみられないからで ､ 、自分の趣味

を強調したりして失敗する場合が多

い。デザイナーの目はたえず冷静で．

客観的に判断できるから、店舗構成
するときは必ず、専門のデザイナー

に自分の方針を話して、後はまかす

ことが成功の近道である。経営者は

デザイナーであってはいけない。よ

きアドバイザーとしての態度をとる

べきである。（啓次）

喫茶 モンブラン
加古川市大川町２
０７９４．２４．５９８７

一鱈 鞭

企画から開店まで
アイデアの

一塵
神戸日建
建築設計施工店舗改造
神戸市生田区御幸通３丁目ｌ
ＰＨＯＮＥ２２－７１７２．６０５２

K●B E
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１

神
戸
っ
子
３
月
号
目
次

表
紙
／
小
磯
良
平

２
の
①
ｇ
豆
。
。
怠
「
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
如
／
撮
影
・
米
田
定
蔵

①
矢
倉
百
合
⑦
言
原
通
雄

７
あ
る
集
い
ノ
バ
ッ
カ
ス
会

９
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
ノ
神
戸
ポ
ｉ
卜
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

昭
わ
た
し
の
意
見
／
内
海
重
典

旧
随
想
四
題
／
世
界
の
殿
堂
カ
ナ
ダ
政
府
館
ノ
ー
永
吉
和
子

パ
ー
ル
を
世
界
の
人
々
に
／
田
崎
俊
作

ア
ル
プ
ス
初
す
べ
り
ノ
杉
浦
実

デ
ン
デ
ン
虫
と
泡
／
士
口
田
稔
雄

創
れ
ん
さ
い
随
想
川
『
元
居
留
地
哀
愁
」
林
田
重
五
郎

酔
随
想
／
「
日
本
の
音
」
一
柳
懲

茄
『
丘
庫
の
焼
も
の
」
出
般
さ
れ
る
／
青
木
重
雄

調
詩
の
あ
る
ア
ン
グ
ル
・
万
博
ル
ポ
ノ
野
口
武
彦

斜
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

郡
神
戸
っ
子
対
談
／
坂
野
通
夫
・
東
中
弘
吉

偲
神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
未
来
編
の
海
／
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
未
来
編
①
海
／
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

伯
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ノ
諸
岡
博
熊

即
ｏ
－
ｚ
ｍ
室
諺
⑱
万
博
と
映
画
／
淀
川
長
治

配
神
戸
遊
戯
誌
⑱
ポ
ー
ガ
ン
②
青
木
重
雄

別
動
物
園
飼
育
日
記
⑮
亀
井
一
成

帥
詩
の
あ
る
ア
ン
グ
ル
④
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ⅶ
／
緒
方
し
げ
を

馴
万
博
特
集
①
座
談
会

万
博
は
遊
び
の
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス

、

泉
真
也
・
根
津
耕
一
郎
・
元
一
氷
定
正

鯛
万
博
特
集
②
万
博
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ノ
万
博
を
楽
し
も
う

的
神
戸
の
集
い
か
ら

、
元
町
タ
ウ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〈
３
月
〉

帆
シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ノ
わ
た
し
の
ペ
ッ
ト
③
岡
田
淳

、
恋
愛
入
門
／
愛
の
奇
跡
／
細
川
董
・
え
納
健

８Ⅲ
シ
ョ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
③
向
井
修
一
一
・
え
藤
本
義
明

順
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

幽
新
連
載
小
説
第
二
回
「
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
武
田
繁
太
郎

四
海
・
船
・
港
⑭
寄
隆
号
を
た
づ
ね
て

肺
神
戸
カ
メ
ラ
散
策
〈
３
月
〉
緒
方
し
げ
を

カ
メ
ラ
ノ
米
田
定
蔵
・
カ
ッ
ト
ノ
岡
田
淳

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

で竜塞昌ＦＰ

駁
ハ Uｌ

／言

ロロに。

畠畠畠昌 ○○ ｡
’畠

○
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のおしゃべりはトアロード・コロンバンで．

山とう毎をつなぐＫＯＢＥトア・ロードに、ドイツ菓子の神戸コロンバンが、喫茶室も－階、二階と広くなり装いも新しく
おめみえしました。特に二階は小グループの会合にもご使用いただける部屋もありますので、ユニークな神戸つ子のロビ
ーとしてご利用ください。〈写真下は二階の喫茶室〉

コーベトア・ロードコロンバン本店ＴＥＬ( ３３) 9 7 2 3

⑪loInIImI
加誹とドイツ菓子

阪急岡本店・夙川店・仁川店
武庫之荘店・庄内店

温ﾃ言呂1巴
コロロロロ
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☆
わ
た
し
の
意
見

〈
珪
率
醗
銅
銅
奉
池
啄
デ
ュ
ー
サ
ー
〉

内
海
重
典

万
国
博
は

’
1３

１

一
人
一
人
が
外
交
官

も
う
三
年
近
く
も
、
万
国
博
協
会
本
部
に
通
い
つ
づ
け
て
、
お

祭
り
広
場
や
、
万
国
博
ホ
ー
ル
、
水
上
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
設
計
の

段
階
か
ら
首
を
つ
っ
込
ん
で
い
る
と
、
今
、
千
里
丘
陵
に
ほ
と
ん

ど
完
成
の
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
雄
大
な
建
造

物
を
見
上
げ
な
が
ら
、
よ
く
ぞ
こ
ん
な
も
の
を
、
短
期
間
に
造
り

あ
げ
た
も
の
だ
と
、
そ
の
建
築
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
働
き
に

拍
手
を
贈
り
た
い
気
持
ち
に
な
る
。

お
祭
り
広
場
、
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
を
ふ
く
め
て
の
こ
の
大
屋
根

こ
れ
こ
そ
世
界
に
誇
っ
て
い
い
日
本
の
建
築
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
月
十
四
日
、
こ
の
お
祭
り
広
場
で
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お

迎
え
し
て
の
開
会
式
は
、
厳
粛
な
裡
に
も
、
華
麗
な
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
を
繰
り
広
げ
る
。
そ
う
し
て
翌
十
五
日
。
ア
ジ
ア
で
始
め
て
の

日
本
万
国
博
が
、
開
幕
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
奏
で
る
の
で
あ

る
。
そ
の
日
か
ら
お
祭
り
広
場
は
、
世
界
の
人
々
が
集
り
、
世
界

の
人
々
が
手
を
握
り
合
い
、
世
界
を
ひ
と
つ
に
結
ぶ
交
歓
の
場
と

な
る
の
で
あ
る
。

建
ち
並
ぶ
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
、
見
る
進
歩
と
調
和
な
ら
、

こ
の
お
祭
り
広
場
は
、
身
体
を
ふ
れ
合
っ
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
進
歩
と
調
和
の
場
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
万
国
博
は
平
和
で
あ

れ
ば
こ
そ
世
界
の
各
国
の
参
加
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
も

七
十
七
カ
国
と
い
う
万
国
博
の
歴
史
に
な
い
最
大
の
参
加
国
数
、

日
本
と
い
う
国
が
こ
れ
ほ
ど
世
界
の
人
々
に
認
識
さ
れ
、
愛
さ
れ

て
い
る
と
い
う
証
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
は

こ
の
万
国
博
で
更
に
大
き
く
世
界
に
伸
び
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に

は
こ
こ
を
訪
れ
る
一
人
一
人
が
さ
ら
に
伸
び
る
そ
の
日
本
へ
の
外

交
官
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

例
え
ば
人
気
の
あ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
に
は
長
い
行
列
が
で
き
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
外
国
な
ど
で
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
、

割
込
み
な
ど
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
お
祭
り
気
分
に

酔
っ
て
、
日
本
庭
園
あ
た
り
で
御
持
参
の
酒
宴
で
も
開
か
れ
て

は
、
大
恥
で
あ
る
。
道
路
に
ち
り
は
も
ち
ろ
ん
、
煙
草
の
吸
い
が

ら
も
捨
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
万
国
博
を
大
い
に
楽

し
も
う
。
そ
し
て
日
本
の
国
が
更
に
世
界
に
好
感
を
抱
か
れ
る
国

に
な
る
よ
う
、
一
人
一
人
が
外
交
官
に
な
ろ
う
。
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丁.

イースターというのはイエス・キリス
ト受難の聖金曜日から３日目、春分の
日以後の満月の次の日曜日を復活祭と
いって今年は３月２９日です。
この日はチョコレートで出来た卯を交
換しあったりします。

ｺﾞ世』山
三宮本店■サンチカ■六甲■甲子園■豊
中■阪急三番街B 2 団貿易センタービルＢｌ

家具･ 室内装飾･ 工芸品

永田良介商店
神戸市生田区三宮町３丁目大丸前ＴＥＬ神戸( 3 9 ) 3 7 3 7 ( 代表）

東京店東急百貨膳|蕊繍鯛::鯛:霊；
工場. 神戸市垂水区多聞町小束山９７５ノ３５

神戸木工セン葱ターＴＥＬＯ７８〈7 6 〉5 0 0 5 ( 代）

１４
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鴬

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
た
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
博
を
非
常
に
誇
り
と
し
て
い
る

カ
ナ
ダ
は
、
今
年
、
千
里
の
会
場
で
催

さ
れ
る
日
本
万
国
博
に
も
大
変
な
熱
の

入
れ
か
た
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
番
に
申
し
込
み
、
一
番
に
契
約
し

「
鏡
の
殿
堂
」

カ
ナ
ダ
政
府
館

永
吉
和
子

八
カ
ナ
ダ
政
府
館
ホ
ス
テ
ス
Ｖ

随 想四題

１
１５

１

”
Ｊ
Ｊ
◇
。

方
に
は
確
か
エ
ス
キ
モ
ー
が
い
た
と
い

う
位
の
も
の
で
し
た
。
幼
い
時
、
胸
を

と
き
め
か
し
て
読
ん
だ
「
赤
毛
の
ア

ン
」
が
カ
ナ
ダ
の
文
学
で
あ
る
と
い
う

こ
と
す
ら
知
っ
た
の
は
、
第
一
次
面
接

が
終
っ
た
あ
と
で
し
た
。
ソ
連
に
次
い

で
世
界
で
二
番
目
に
広
い
国
土
を
持
つ

カ
ナ
ダ
を
一
口
で
ど
ん
な
国
と
い
い
表

せ
な
く
て
も
、
ち
っ
と
も
不
思
議
は
な

い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
は
、
十
の
州
と
二
つ
の
準
州

が
そ
れ
ぞ
れ
自
主
性
を
保
ち
な
が
ら
、

か
え
で
の
旗
の
も
と
に
若
い
カ
ナ
ダ
の

国
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
は

気
候
が
日
本
に
似
て
お
り
、
日
系
人
も

多
く
、
あ
ま
り
外
国
と
い
う
感
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
立
公
園
を
数
多
く
抱

い
て
南
北
に
雄
大
な
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・

ロ
ッ
キ
ー
が
横
た
わ
り
、
ア
ル
バ
ー
タ

の
大
油
田
が
開
け
、
そ
れ
か
ら
世
界
の

胃
袋
を
ま
か
な
う
中
央
平
原
の
小
麦
畑

が
果
て
し
な
く
続
き
ま
す
。

し
か
し
一
旦
東
部
へ
行
く
と
、
そ
こ

は
あ
た
か
も
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
た

た
ず
ま
い
を
見
せ
、
戦
争
を
知
ら
な
い

石
の
舗
道
の
上
を
観
光
客
を
乗
せ
た
馬

車
が
の
ん
び
り
と
走
っ
て
い
た
り
し
ま

す
。
豊
富
な
地
下
資
源
を
持
つ
カ
ナ
ダ

は
ま
た
一
大
工
業
国
で
も
あ
る
の
で
す

カ
ナ
ダ
政
府
館
は
去
年
、
外
国
館
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
多
勢
の
人
々
か
ら
「
鏡
の
殿
堂
」

の
名
で
親
し
ま
れ
、
今
か
ら
関
係
者
の

方
々
の
見
学
が
絶
え
ま
せ
ん
。
館
内
の

一
番
に
起
工
式
を
行
い
、
と
い
う
ふ
う

に
何
で
も
一
番
乗
り
で
、
カ
ナ
ダ
館
で

働
く
も
の
と
し
て
は
鼻
高
々
、
と
同
時

に
少
し
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
さ
え
あ
り
ま
す

カ
ナ
ダ
は
ま
た
、
パ
ビ
リ
オ
ン
で
働

く
ガ
イ
ド
を
募
集
し
た
の
も
、
他
の
外

国
館
の
先
頭
を
切
っ
て
一
昨
年
の
七
月

で
し
た
。
去
年
の
八
月
に
は
、
パ
ビ
リ

オ
ン
ガ
イ
ド
全
員
が
、
研
修
と
宣
伝
を

か
ね
て
カ
ナ
ダ
旅
行
に
招
待
し
て
い
た

だ
き
、
自
分
の
目
で
見
た
広
大
な
自
然

と
人
々
の
温
か
い
人
情
は
ま
だ
あ
り
あ

り
と
私
の
記
憶
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

す
。

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
応
募
し
た
時
の

私
の
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
の
知
識
と
い
え

ば
、
森
と
湖
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
パ

ル
プ
を
日
本
に
輸
出
し
て
い
て
、
北
の

蕊

カット／津高和一

糸

~ 一一、
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が
古
く
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
が
宴
会
た
け

な
わ
の
折
り
、
世
界
一
高
価
な
飲
み
も

の
と
し
て
グ
ラ
ス
に
真
珠
を
入
れ
た
酒

を
出
し
た
と
い
う
挿
話
が
伝
わ
っ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
帝
政
ロ
シ
ア
時
代

の
王
冠
や
ケ
ー
プ
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
し
、
真
珠
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

古
く
か
ら
愛
好
さ
れ
て
き
た
宝
石
の
よ

う
で
す
。

そ
れ
が
日
本
の
真
珠
と
し
て
脚
光
を

浴
び
た
の
は
、
あ
こ
や
貝
で
の
養
殖
技

術
が
発
達
し
て
か
ら
の
こ
と
。
あ
こ
や

貝
の
胎
内
で
長
い
間
い
つ
く
し
み
育
て

ら
れ
て
き
た
真
珠
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し

た
華
や
か
さ
に
は
欠
け
ま
す
が
、
そ
の

た
お
や
か
さ
、
優
雅
さ
に
は
、
他
の
鉱

物
系
の
宝
石
に
は
な
い
神
秘
的
ム
ー
ド

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
で
も
そ
う
い
う
真
珠
の
持
ち

味
を
生
か
し
て
、
「
月
の
涙
と
月
の
石
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
店

内
の
装
飾
は
、
白
を
基
調
色
に
あ
く
ま

で
も
明
か
る
く
、
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
店
内
に
は
直
径
八
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
万
博
マ
ー
ク
を
展
示

こ
れ
は
数
に
し
て
約
八
千
個
、
金
額
に

し
て
約
一
億
円
と
い
う
真
珠
を
使
っ
た

豪
華
な
も
の
で
、
明
る
い
照
明
の
下
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
輝
き
を
放
っ
て
、
皆

さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

鏡
張
り
の
壁
面
は
ま
わ
り
に
と
け
こ
ん

で
し
ま
い
、
入
場
者
は
建
て
物
の
内
部

が
ど
こ
ま
で
広
い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ

う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

あ
た
か
も
無
限
に
広
が
る
カ
ナ
ダ
の
自

然
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

千
里
の
空
が
青
く
澄
み
わ
た
っ
た
時

は
パ
ビ
リ
オ
ン
も
青
く
輝
き
、
日
没
と

共
に
パ
ビ
リ
オ
ン
も
夕
闇
の
中
に
と
け

こ
ん
で
し
ま
う
の
で
す
が
、
物
み
な
常

な
ら
ず
の
東
洋
の
思
想
が
生
か
さ
れ
て

い
る
と
お
思
い
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
と
い
う
統

一
の
テ
ー
マ
下
で
、
カ
ナ
ダ
館
の
テ
ー

マ
は
「
発
見
」
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
今
日

の
姿
、
明
日
の
姿
を
発
見
し
て
下
さ

い
。
カ
ナ
ダ
人
ガ
イ
ド
と
二
○
名
の
私

達
日
本
人
ガ
イ
ド
が
お
手
伝
い
い
た
し

ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る

と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
日
増
し

に
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

田
崎
俊
作

八
田
崎
真
珠
Ｋ
Ｋ
社
長
Ｖ

パ
ー
ル
を

世
界
の
人
々
に

世
紀
の
祭
典
、
万
国
博
も
も
う
三
月

十
五
日
の
開
会
を
待
つ
ば
か
り
。
た
だ

だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
丘
陵
で
し
か
な
か
っ
た

千
里
の
土
地
も
、
着
々
と
パ
ビ
リ
オ
ン

が
建
ち
並
び
、
現
代
最
先
端
の
文
化
都

市
を
形
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

世
界
の
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
こ
の

機
会
に
、
真
珠
の
良
さ
を
少
し
で
も
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
私
ど
も
田
崎
真

珠
で
も
、
万
国
博
に
参
加
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
施
設
参
加
と
い
っ
て
諺
博

覧
会
会
場
内
の
公
園
に
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
テ
ン
ト
を
は
り
、
そ
の
下
に
パ
ラ
ソ

ル
、
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
、
灰
皿
な
ど

（
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
サ
イ
ト
・
フ
ァ

ニ
チ
ャ
ー
と
い
う
）
を
設
置
し
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
寄
贈
と
い
う
形
で
の
参

加
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
営
業
参
加
。
会
場
内

に
四
つ
の
ゲ
イ
ト
が
あ
り
、
そ
の
ゲ
イ

ト
の
中
が
売
店
に
な
っ
て
い
て
、
う
ち

で
は
、
そ
の
北
口
と
東
口
に
出
店
し
て

い
ま
す
。

北
口
の
方
は
、
優
先
割
当
て
と
い
う

こ
と
で
、
比
較
的
楽
で
し
た
が
、
東
口

の
方
は
公
募
入
札
の
た
め
相
当
な
競
争

で
、
出
店
の
権
利
を
得
る
の
に
な
か
な

か
苦
労
致
し
ま
し
た
。

多
額
な
入
札
金
額
を
払
っ
て
六
カ
月

間
し
か
営
業
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、

ま
あ
も
う
け
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
な
の
で
す
が
、

真
珠
の
発
展
の
た
め
に
あ
え
て
取
り
組

’
1６

ん
だ
わ
け
で
す
。

そ
の
歴
史
は
む
し
ろ
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
方

真
珠
は
東

日
本
の
特
産
洋
の
ダ
イ
ヤ
と
も
呼
ば
れ

品
と
し
て
有
名
で
す
が
、
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ア
ル
プ
ス
で

初
す
べ
り

一
月
元
旦
に
羽
田
を
発
っ
て
、
二
日

に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
へ
。
ア
ル
プ
ス
で
初

す
べ
り
と
い
う
、
ス
キ
ー
・
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
は
最
高
の
醍
醐
味
を
経
験
で
き

ハ
ス
ギ
ヤ
社
長
Ｖ

そ
し
て
、
お
客
さ
ん
の
お
世
話
を
す

る
の
が
、
総
勢
二
十
三
名
の
若
さ
あ
ふ

れ
る
女
子
社
員
た
ち
。
真
紅
の
ミ
ー
ー
の

ワ
ン
ピ
ー
ス
に
同
色
と
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト

の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
ケ
ー
プ
、
そ
れ
に

オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
の
帽
子
と
靴
ｌ
と
万

博
ホ
ス
テ
ス
顔
負
け
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

平
和
と
愛
の
象
徴
と
い
わ
れ
る
真
珠

ｌ
そ
ん
な
真
珠
を
広
く
世
界
中
に
紹

介
し
た
い
と
、
現
在
、
社
を
あ
げ
て
は

り
き
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

杉
浦
実

’
1７

リフトが続くクライネシャイデックスキー場

スイスのスキー場における筆者（左）

る
の
で
わ
れ
な
が
ら
童
心
に
帰
っ
た
よ

う
な
わ
く
わ
く
し
た
気
持
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
関
西
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

清
友
会
一
四
○
名
。
神
戸
か
ら
は
、
チ

ロ
リ
ア
ン
・
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
一
五
名

が
参
加
し
て
、
吹
雪
に
見
失
っ
て
は
大

変
と
全
員
が
水
色
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
日
の
丸
の
マ
ー
ク
を
胸
に

さ
っ
そ
う
と
で
か
け
た
の
で
す
。

×
×
×

「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
が
見
え
る
よ
／
」

と
若
い
女
性
の
叫
ぶ
声
。
ド
ン
ド
ン
と

ド
ア
を
叩
い
て
皆
を
起
こ
し
て
い
ま
す

ま
だ
朝
六
時
。
一
番
に
窓
か
ら
見
つ
け

た
感
激
が
声
に
あ
ふ
れ
て
い
て
私
達
も

飛
び
起
き
ま
し
た
。
白
く
輝
く
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
の
峰
は
、
け
だ
か
く
、
清
々

し
く
、
快
晴
の
空
に
そ
び
え
て
い
ま

す
。
一
、
二
月
は
吹
雪
が
多
く
二
、
三

回
も
現
地
を
訪
れ
て
、
未
だ
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
も
あ
る

の
に
、
私
達
は
つ
い
て
い
ま
し
た
。
旅

行
中
ず
っ
と
晴
れ
た
空
、
日
頃
の
行
い

が
良
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
…
。

一
番
す
べ
り
よ
か
っ
た
の
は
や
は
り

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
ふ
も
と
の
ス
キ
ー

場
。
シ
ェ
ル
マ
ッ
タ
ー
ホ
ッ
フ
と
い
う

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
か
ら
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
や
果
物
の
お
弁
当
を
持
っ
て
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
、
リ
フ
ト
に
の
っ
て
富
士
山

ぐ
ら
い
の
高
さ
が
あ
る
終
点
へ
つ
き
ま

す
。
雪
質
は
蔵
王
の
頂
上
あ
た
り
の
感

じ
。
広
い
の
と
雪
の
質
が
い
い
の
と
で
・

加
速
度
の
増
す
の
が
早
く
、
日
本
と
違

っ
て
ス
ピ
ー
ド
が
グ
ン
と
で
る
の
で
す

か
ら
、
な
れ
る
ま
で
ち
ょ
っ
と
感
が
狂

い
ま
す
。
売
店
の
設
備
が
非
常
に
行
き

と
ど
き
、
又
自
分
の
ス
キ
ー
を
ど
こ
に

お
い
て
も
盗
難
に
あ
う
こ
と
が
な
い
。

日
本
な
ら
舶
来
ス
キ
ー
で
も
持
っ
て
い

よ
う
も
の
な
ら
、
左
を
む
い
て
右
を
む

い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
問
に
な
い
け
れ

ど
も
、
ス
キ
ー
盗
っ
人
な
ど
と
い
う
シ

ョ
ー
モ
ナ
イ
こ
と
に
気
を
つ
か
わ
な
く

て
い
い
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
。
レ
ン
タ

ス
キ
ー
が
別
フ
ラ
ン
（
一
六
五
○
円
）

で
、
モ
チ
ロ
ン
舶
来
品
で
あ
る
に
間
違

い
な
く
、
こ
れ
も
気
軽
に
借
り
ら
れ
ま

す
。全

体
的
に
見
て
ス
キ
ー
の
レ
ベ
ル
は

さ
す
が
に
高
く
、
す
べ
る
姿
勢
が
一
般

に
高
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
土
地
に
な

れ
る
と
こ
う
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う

「
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
て
行
か
な
い
で
」

と
、
旅
行
社
の
人
に
い
わ
れ
た
と
き
に

は
、
ど
う
な
る
の
か
な
あ
と
思
っ
た
の
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メ
ー
ト
ル
の
「
泡
の
ト
ン
ネ
ル
」
を
造

，
っ
て
い
る
。
観
客
は
万
華
鏡
の
中
に
入
・

っ
た
よ
う
な
無
限
の
世
界
か
ら
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
壁
、
天
井
に
泡
を
ふ
き
つ

け
た
、
雲
の
よ
う
な
無
重
力
の
世
界
の

ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、
大
ド
ー
ム
の
中

に
導
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

目
下
、
最
後
の
追
い
込
み
で
、
千
里

参
り
の
必
死
の
毎
日
だ
が
、
と
こ
ろ
で

織
鍔
識
癖
繍
琢
拶
湾
縫
一
織
鐸
殿
》
癖
癖

で
す
が
、
み
ん
な
普
通
の
服
装
で
ト
ラ

ン
ク
だ
け
。
ス
キ
ー
は
持
っ
て
行
っ
て

も
、
リ
ュ
ッ
ク
は
野
暮
ら
し
く
、
あ
れ

は
ど
う
も
日
本
独
特
の
風
景
の
よ
う
で

す
。
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁
直
下
、
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
ョ
ッ
ホ
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、

モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
、
シ
ャ
モ
ニ
ー
の
モ
ン

ブ
ラ
ン
な
ど
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
、
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
だ
お
正
月
の
旅
で
の
収

獲
は
、
何
よ
り
ス
イ
ス
の
人
々
が
、
日

本
人
を
非
常
に
て
い
ね
い
に
扱
っ
て
く

れ
る
接
客
態
度
で
し
た
。

観
光
客
で
国
が
持
っ
て
い
る
と
い
う

意
識
が
高
い
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

私
に
と
っ
て
は
一
番
心
に
残
る
印
象
で

し
た
。
ま
た
、
小
さ
な
村
の
商
店
街

が
、
何
ど
通
っ
て
も
ア
キ
が
こ
な
い
、

き
め
こ
ま
や
か
な
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
で
、

清
潔
な
国
柄
を
反
影
し
て
い
た
の
も
面

白
い
と
思
い
ま
し
た
。

吉
田
稔
郎

八
具
体
美
術
協
会
会
員
Ｖ

今
度
の
万
国
博
で
は
、
私
個
人
と
し

て
、
ま
た
具
体
美
術
の
一
員
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
を
受
け
持
っ
て
い
る
。

や
は
り
ぼ
く
の
仕
事
は
泡
の
造
形
が

多
い
。
三
井
グ
ル
ー
プ
館
で
は
、
入
口

か
ら
パ
イ
プ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ト
ン

ネ
ル
を
昇
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
約
二
○

デ
ン
デ
ン
虫
と

泡

ポ
ル
タ
ワ
ー
の
つ
い
た
三
井
館
は
、
た

し
か
に
デ
ン
デ
ン
虫
に
似
て
い
る
。

こ
の
他
、
恐
龍
、
豚
の
蚊
遣
り
、
カ

ブ
ト
ガ
ー
ー
、
湯
タ
ン
ポ
、
腰
巻
き
、
国

技
館
、
三
笠
鰻
頭
、
フ
ン
ド
シ
、
ヤ
グ

ラ
矩
健
、
蛋
…
…
な
ど
な
ど
。
そ
う
思

っ
て
、
各
パ
ビ
リ
オ
ン
を
眺
め
て
み
る

と
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
諸
君
は
、
実

に
名
ニ
ッ
ク
ネ
マ
ー
（
？
）
だ
と
お
か

し
く
な
る
。

ド
ー
ム
形
、
三
角
形
、
六
角
形
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
と
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
、
そ

れ
ぞ
れ
お
国
ぶ
り
と
建
築
技
術
の
粋
を

集
め
て
造
ら
れ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
は
約
九

○
館
実
際
、
い
ち
い
ち
名
前
を
覚

え
る
の
は
至
難
の
技
と
い
う
も
の
だ
。

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
建
築
の
面
で

は
、
百
花
、
研
を
競
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

趣
が
見
ら
れ
、
万
国
博
す
な
わ
ち
建
築

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
の
は
誠
に

結
構
な
こ
と
だ
。

し
か
し
こ
ん
な
声
も
耳
に
す
る
。

サ
ッ
キ

ガ
ワ

「
万
博
は
五
月
の
鯉
の
吹
き
流
し
、
側

ば
っ
か
し
で
中
味
な
し
」
：
：
：
こ
れ
は

中
味
に
関
係
し
て
い
る
造
形
作
家
に
と

っ
て
は
、
耳
も
痛
い
し
、
聞
き
捨
て
な

ら
な
い
。

お
そ
ら
く
全
体
的
に
み
て
建
設
費
に

比
し
て
内
容
の
た
め
の
予
算
が
少
い
こ

と
へ
の
皮
肉
の
声
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

時
す
で
に
遅
し
の
感
も
だ
ん
だ
ん
深
ま

っ
て
く
る
。
何
事
か
の
提
案
が
な
し
え

る
と
思
い
つ
つ
、
開
幕
ま
で
の
四
○
数

日
、
全
力
投
球
す
る
ほ
か
は
な
い
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

南
千
里
駅
を
降
り
て
、
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
に

「
三
井
グ
ル
ー
プ
館
行
っ
て
ん
か
」

と
い
う
と
、
「
へ
い
、
デ
ン
デ
ン
虫

で
ん
な
、
カ
ブ
ト
虫
の
隣
り
の
…
…
」

と
い
っ
た
調
子
で
、
彼
ら
の
間
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
が
つ
い
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
大
ド
ー
ム
に
、
高
さ
五
○

メ
ー
ト
ル
の
鬼
の
つ
の
の
よ
う
な
シ
ン 三井館「泡のトンネル」に立つ筆者
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Ｊ旦歩『竺邑の

ひなケーキ
楽しいひな祭りに

可愛いい且頁坐の

ひなケーキをどうぞ

￥５００

神戸にそだって７０年
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